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◆第 1 回学習状況調査実施 (令和 8 年 5 月 22 日実施) 

 学習と進路を結びつけ、普段の授業や学習が生徒の将来につながることを意識させるとともに、生徒の主

体的な進路選択を促すことを目的として今年度新たに本調査を実施しました。 

 

◆調査結果まとめ (令和 8 年 5月 27 日現在) 

○回答率 

送信対象 ２１６名   回答人数 ２０４名   回答率 ９４．４％ 

 

○アンケート回答 

 

 

 
・集中できる
場所があると
答えた生徒が
半数以上を占
めた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「全く勉強して
いない」が多数
派 
・学年による差
は僅少 

・環境自体は
「ある」が半数
以上 
・勉強場所はあ
るものの、実際
の学習時間には
結びついていな
い 

・「2時間以上」
が圧倒的 
・スマホ利用の
長さが、家庭学
習時間の低迷に
直結している可
能性が高い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「全く読まな
い」が半数以上 

・質問や調査へ
の積極性は分か
れる 

・ICT の理解促
進効果は高評価 
 

・他者との協働
には肯定的 

・振り返り時間
の不足 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 12 「もっと詳しく学びたい、または興味がある話題やテーマ等があれば記入してください(進路や学

習に関すること)」 

・社会問題や AI への関心：空き店舗活用、AI ロボット、ジェンダー多様性、効率的な勉強法などへの興味

が見られる 

・具体的な進路や職業：看護、就職関連、日本史、大学入試、SPI の対策などを深く知りたいという要望が

ある 

 

 

質問 13 「学習を進めたり、進路を考えたりする上で、現在困っていることや不安なこと等があれば記入し

てください」 

・進路や将来の不透明さ：「やりたい仕事が見つからない」「このままで大学に合格できるか不安」という声

が多数ある 

・学習面での心理的ハードル：「勉強の仕方がわからない」「いくらやっても点数が伸びない」「授業の私語が

多くて集中できない」といった授業環境や学習方法への不満・焦りが見られます 

・経済面や環境の不安：進路にかかる金銭的な不安や、通学の継続など 

 

※ 第 2 回学習状況調査は 11 月を予定しています 

・今学んでいる
ことが「将来役
立つ」と感じて
いる生徒は多い 

・難しい課題に
対して「あきら
めずに取り組め
ば解決できる」
と思える生徒と
「どちらともい
えない」に回答
が二分している 

・新しい発見や
自身の成長を実
感できている生
徒が多い 


